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科草本 (葉)37回 (8%),シロツメタサ (葉,
塞)34回 (7%),だいこん (農作物)34【司(7
%)で,全体の42%を占めた｡また,上位10品
目は全体の60%を占めていた｡当地域の低培高
域に生息するニホンザルの食性は高梗高域の群れ
と比較すると,きわめて多様であった｡しかも,
生息環境の違いを反映して高標高域では見られな
いコナラ (堅果)や農作物が上位を占め,高棟高
域で優占牧草類 (シロツメクサ)は少なく,樹皮,
冬芽の採食は少なかった｡なお,本研究は,今木
洋大 (東京農工大学 ･自然保護)との共同で行っ
た｡
計画 :2-4
島しょ性を視野に入れた金華山ニホンザルの生
態学的育成の研究
伊沢 紘生 (宮教大)
遠藤 純二 (東浜小)
金華山には野生ニホンザル6群,計250頭ほど
が現在生息している｡そのうち1群は島の北部に
遊動域をもつC群が最近分裂してできた群れであ
る｡かつて1群であって金華山の群れがどのよう
な経過を経て5群になったかは,すでに資料を整
理し復元を試みているが,今回の分裂の経過を追
うことで,島という閉鎖環境の中で生起する群れ
分裂のメカニズムに関する貴重なデータを得るこ
とができた.-つの大きな知見は,分裂は個体数
の増加とは必ずしも関係していないということで
ある｡この分裂に関しては,さらに追跡調査をす
る予定である｡
これまで12年間の,金華山のサルのメスの初
産年齢,出産間隔.寿命などに関する資料が,か
なりの程度まで整理できた｡それらは,同紐皮内
陸部のサルたちに関する資料との比較検討されて
いる段階だが,おそらく島という閉鎖環境が関係
しているものと思われる.初産年齢が7-8才と
遅いこと,出産間隔が3年前後と長いこと,一方
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